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提
供
の
制
限
の
例
外
規
定
」

と
「
委
託
契
約
」
に
基
づ
く

法
的
根
拠
よ
り
も
、
明
文
化

さ
れ
た
共
同
利
用
公
開
の
方

が
、
民
主
的
で
あ
り
、
個
人

情
報
保
護
法
の
理
念
に
合
致

し
ま
す
。防
犯
対
策
は
、我
々

市
民
に
そ
の
方
針
が
公
開
さ

れ
、
支
持
さ
れ
て
こ
そ
、
本

来
の
力
を
発
揮
す
る
も
の
と

考
え
ま
す
。

　
一
例
と
し
て
、
北
海
道
の

「
砂
川
市
高
齢
者
い
き
い
き

支
え
合
い
条
例
」
は
、
高
齢

者
が
い
き
い
き
と
自
立
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
自
ら
行
う
健
康
づ
く
り
、

生
涯
学
習
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
及
び
そ
の
他
の
活
動
を

支
援
す
る
た
め
に
「
個
人
情

報
の
共
同
利
用
」
が
明
確
に

謳
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
実

現
の
た
め
に
は
関
係
機
関
の

早
期
連
携
が
必
要
だ
か
ら
で

す
。
　
そ
の
た
め
緊
急
時
の
色
合

い
が
濃
い
「
第
三
者
提
供
の

例
外
規
定
」
で
な
く
、
民
主

的
な
「
個
人
情
報
の
共
同
利

用
」
を
条
例
の
根
幹
に
お
い

て
い
ま
す
。
こ
の
条
例
は
、

高
齢
者
の
万
引
に
お
い
て
も

早
期
の
対
策
、
そ
の
後
の
見

守
り
活
動
で
役
立
っ
て
い
る

と
同
市
の
人
々
か
ら
お
聞
き

し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
各
地
域
の

人
々
が
安
全
安
心
に
日
々
の

暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
、
経

済
面
や
社
会
面
の
仕
組
み
づ

く
り
に
微
力
な
が
ら
日
々
研

鑽
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
防

犯
面
に
お
い
て
誰
も
置
き
去

り
に
し
な
い
た
め
に
も
、（
※

３
）
今
回
の
個
人
情
報
保
護

法
を
遵
守
し
た
「
防
犯
情
報

の
共
同
利
用
」
公
開
に
賛
同

し
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・

※
１
　
詳
細
は
、
個
人
情
報

保
護
法
第
　
条
5
項
3
号
、
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同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
　
‐
　

52

55

頁
）、
同
Q
&
A
（
Ａ
５
‐
　28

～
Ａ
５
‐
　
）
を
ご
確
認
下

32

さ
い
。

※
２
　
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
略
。
市
街
地

の
持
続
的
な
繁
栄
に
向
け
た

民
間
主
導
に
よ
る
調
整
活

動
。
そ
の
内
容
に
は
防
犯
活

動
や
万
引
対
策
が
含
ま
れ
て

お
り
、
ロ
ス
率
削
減
目
標
が

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
さ
れ
て
い

る
例
も
あ
り
ま
す
。

※
３
　
私
た
ち
は
こ
の
考
え

を「
防
犯
民
主
主
義
の
実
現
」

と
呼
ん
で
お
り
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・

 　
残
念
な
が
ら
、
諸
事
情
で

「
渋
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は

ス
タ
ー
ト
で
き
な
い
状
況
に

あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
渋

谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー

だ
け
の
責
任
だ
け
で
は
な

い
。
自
分
達
も
何
か
で
き
る

こ
と
が
な
い
の
か
自
問
し
、

日
本
万
引
防
止
シ
ス
テ
ム
協

会
は
９
月
　
日
（
木
）
の
Ｊ
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Ｅ
Ａ
Ｓ
顔
認
識
・
顔
認
証
等

用
語
集
作
成
ワ
ー
キ
ン
グ
で

利
用
者
も
理
解
し
が
た
い
態

様
を
改
善
す
べ
く
絵
を
入
れ

た
「
早
わ
か
り
ガ
イ
ド
」
を

作
成
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

さ
ら
に
　
月
５
日
（
水
）
Ｊ

12

Ｅ
Ａ
Ｓ
理
事
会
で
竹
花
理
事

長
か
ら
詳
し
い
お
話
を
聞

き
、
内
容
理
解
に
努
め
る
こ

と
に
し
た
。
そ
の
内
容
は
本

紙
　
月
　
日
号
で
紹
介
す
る

12

10

予
定
だ
。

　
警
視
庁
の
武
道
始
め
を
見

学
す
る
と
、
か
な
ら
ず
姿
三

四
郎
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
西

郷
四
郎
を
思
い
出
す
。
彼
に

ま
つ
わ
る
伝
記
な
ど
を
読
む

と
受
身
の
話
が
よ
く
出
て
く

る
。
受
身
と
は
、
格
闘
技
に

お
い
て
投
げ
ら
れ
た
際
な

ど
、
身
体
的
ダ
メ
ー
ジ
を
軽

減
す
る
た
め
の
防
御
の
姿

勢
・
動
作
で
あ
る
。
こ
の
受

身
が
事
故
か
ら
警
察
官
を
守

っ
て
い
る
。

　
西
郷
四
郎
は
身
長
１
５
０

㎝
の
小
柄
な
体
で
、
名
だ
た

る
柔
術
家
を
破
り
、
講
道
館

柔
道
を
日
本
一
に
し
た
男
で

あ
る
。

　
後
に
彼
は
新
聞
記
者
と
な

り
、
孫
文
の
民
主
・
辛
亥
革

命
を
ペ
ン
の
力
で
助
け
、
時

に
刺
客
か
ら
孫
文
を
守
っ

た
。
柔
と
い
う
文
字
は
動
き

と
生
き
方
を
指
す
言
葉
だ

が
、
和
ら
ぎ
は
人
の
心
の
あ

り
方
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ

る
。
こ
の
二
つ
は
表
裏
一
体

を
成
す
。
彼
の
一
生
の
師
、

講
道
館
柔
道
の
創
始
者
加
納

治
五
郎
は
教
育
者
と
し
て
当

時
ま
だ
体
育
と
い
う
概
念
が

な
か
っ
た
日
本
に
、
体
育
教

育
の
重
要
性
を
根
付
か
せ
た

供
日
本
体
育
の
父
僑で
あ
り
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
誘
致
し
た

人
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
古
来

よ
り
伝
わ
る
「
和
（
や
わ
）

ら
ぎ
を
も
っ
て
尊
し
」
を
継

承
す
る
人
で
あ
っ
た
。「
和
ら

ぐ
」
と
は
、
１
、
や
わ
ら
か

に
な
る
、柔
軟
に
な
る
　
２
、

お
だ
や
か
に
な
る
、
柔
和
に

な
る
、
き
び
し
さ
が
な
く
な

る
　
３
、
親
し
む
よ
う
に
な

る
、
睦
ま
じ
く
な
る
　
と
い

う
意
味
が
あ
る
。

　
い
ま
、
万
防
機
構
は
個
人

情
報
保
護
法
が
生
ん
だ
巨
大

な
化
物
に
独
り
挑
ん
で
い

る
。
私
は
「
奥
に
生
き
て
い

る
柔
の
夢
が
 一
生
一
度
を
 

一
生
一
度
を
 待
っ
て
い
る
」

を
口
ず
さ
み
な
が
ら
そ
の
時

を
待
つ
。

　
結
び
に
、
稲
泉
健
一
警
部

補
（
現
・
警
視
）
と
中
村
信

一
警
備
員
の
ご
冥
福
を
心
よ

り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
追
伸
：
秋
の
夜
長
に
「
姿

三
四
郎
 （
新
潮
文
庫
）」
を

友
と
す
る
。

　
Ｇ
ｅ
ｏ
Ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ

（
東
京
都
江
東
区
、℡
０
３
・

５
６
３
９
・
９
３
５
５
）
は
、

「
映
像
監
視
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
新
製
品
内
覧
会
」を
東
京
、

大
阪
の
２
都
市
で
開
催
。
顔

認
証
や
流
通
店
舗
支
援
な
ど

に
有
効
と
な
る
、
最
新
の
監

視
カ
メ
ラ
と
画
像
解
析
を
組

み
合
わ
せ
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
が
、
来
場
者
の
関
心
を
集

め
た
。

　
カ
メ
ラ
１
台
か
ら
顔
認
証

を
導
入
で
き
る
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
と
し
て
、
顔
認
証
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
を
紹
介
（
写
真

①
）。
同
社
製
「
Ｊ
Ｖ
Ｓ
‐
Ａ

Ｖ
Ｄ
　
」
カ
メ
ラ
単
体
で
、

01

リ
ア
ル
タ
イ
ム
認
証
を
実

現
。
カ
メ
ラ
に
顔
を
向
け
る

だ
け
の
ハ
ン
ズ
フ
リ
ー
で
本

人
確
認
を
行
え
る
た
め
、
Ｖ

Ｉ
Ｐ
対
応
に
加
え
、
マ
ン
シ

ョ
ン
入
居
者
、
従
業
員
の
出

入
管
理
な
ど
に
も
最
適
。
ア

ク
セ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
顧

客
情
報
の
管
理
と
の
連
携
も

可
能
。

　
顔
認
証
と
連
動
し
た
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
例
と
し
て
、
混

雑
緩
和
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を

提
案（
写
真
②
）。
百
貨
店
の

通
用
口
な
ど
に
導
入
す
れ

ば
、
出
退
勤
の
ピ
ー
ク
時
で

も
、
従
業
員
は
カ
メ
ラ
に
顔

を
向
け
る
だ
け
で
ス
ム
ー
ズ

に
入
退
管
理
を
行
え
、
警
備

員
の
負
担
も
軽
減
で
き
る
。

最
大
で
１
万
人
の
顔
情
報
を

登
録
で
き
、
同
時
に
８
人
ま

で
認
証
可
能
。

　
参
考
出
展
の
店
舗
支
援
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
は
、
顔
認
証

機
能
の
応
用
に
よ
り
、
来
店

者
情
報
の
集
計
、
分
析
を
行

う
こ
と
が
可
能
（
写
真
③
）。

年
齢
、
性
別
に
加
え
、
入
店

／
退
店
時
間
や
来
店
回
数
を

把
握
で
き
る
た
め
、
効
率
的

な
店
舗
運
営
や
顧
客
対
応
な

ど
に
活
用
で
き
る
。

　
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ

カ
メ
ラ
と
し
て
、

４
Ｋ
解
像
度
の

３
６
０
度
Ｖ
Ｒ

　
３
Ｄ
ラ
イ
ブ

カ
メ
ラ
「
Ｇ
Ｖ
‐

Ｖ
Ｒ
３
６
０
」の

デ
モ
を
披
露（
写

真
④
）。
２
つ
の

魚
眼
レ
ン
ズ
を

搭
載
す
る
こ
と

で
、広
い
店
舗
内

や
工
場
を
一
望

す
る
こ
と
が
可

　
あ
い
の
風
（
東
風
）
が
や

み
、　
高
志
（
越
）
の
有
磯
海

が
紅
に
染
ま
る
。
日
没
が
放

つ
光
の
道
が
こ
ち
ら
へ
と
伸

び
て
き
た
。
そ
の
光
の
中
に

立
つ
影
が
、「
警
察
官
を
死
な

せ
る
な
。
同
じ
市
民
な
の
だ

か
ら
。
家
族
が
あ
る
の
だ
か

ら
」
と
言
っ
て
消
え
て
い
っ

た
。
そ
れ
は
勇
者
の
碑
か
ら

託
さ
れ
た
言
の
葉
だ
っ
た
。

　
６
月
　
日
の
事
件
が
あ
っ
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た
奥
田
交
番
か
ら
岩
瀬
浜
に

向
か
う
道
か
ら
国
道
８
号
線

に
入
り
、
常
願
寺
川
を
渡
る

と
散
居
村
が
点
在
す
る
水
田

地
帯
に
な
る
。
し
ば
ら
く
す

る
と
稲
泉
交
差
点
の
標
識
が

見
え
て
く
る
。
そ
う
、
こ
こ

が
立
山
連
峰
と
日
本
海
が
望

め
る
悠
久
の
里
・
稲
泉
村
で

あ
る
。
こ
の
村
の
口
承
に
よ

る
と
、
こ
の
地
は
、
鎌
倉
時

代
の
終
わ
り
に
、
禅
僧
が
石

だ
ら
け
の
扇
状
地
を
開
墾
し

寺
を
建
立
し
よ
う
と
し
た
こ

と
が
始
ま
り
だ
っ
た
と
い

う
。
石
こ
ろ
ば
か
り
の
土
地

は
農
作
に
は
向
か
な
か
っ
た

が
、
人
々
は
何
世
代
に
も
わ

た
っ
て
開
拓
を
進
め
た
。
お

び
た
だ
し
い
石
や
岩
は
一
箇

所
に
集
め
ら
れ
山
が
出
来

た
。
こ
の
土
地
が
全
国
に
６

０
０
名
ほ
ど
い
る
稲
泉
姓
の

起
源
と
さ
れ
る
。
村
に
は
古

い
時
代
に
建
立
さ
れ
た
尼
僧

の
墓
（
稲
本
姓
）
が
三
基
あ

り
、
戦
、
水
害
、
日
照
り
、

疫
病
に
苦
し
む
人
々
を
見
守

っ
て
き
た
。

　
月
日
は
流
れ
現
代
へ
、
奥

田
交
番
の
稲
泉
警
部
補
は
登

校
時
の
子
供
達
に
絶
え
ず
笑

顔
で
「
お
は
よ
う
！
」
と
声

を
か
け
た
。
私
生
活
で
は
町

内
会
の
清
掃
係
を
進
ん
で
引

き
受
け
、
市
民
活
動
に
も
熱

心
だ
っ
た
と
い
う
。事
件
後
、

子
供
達
は
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト

で
覆
わ
れ
た
交
番
を
見
て
悲

し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
た
と
い
う
。
無
差
別
殺

人
犯
に
独
り
立
ち
向
か
い
　30

数
カ
所
以
上
刺
さ
れ
な
が
ら

も
独
り
最
期
ま
で
戦
っ
た
稲

泉
健
一
警
部
補
の
魂
は
今
日

も
人
々
の
安
全
を
見
守
っ
て

い
る
に
違
い
な
い
。

　
６
月
　
日
の
万
防
機
構
通
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常
総
会
で
関
連
報
告
（
第
２

部
　
国
際
会
議
の
万
引
対
策

強
化
宣
言
の
具
現
化
に
向
け

て
）
が
開
催
さ
れ
た
。
一
般

財
団
法
人
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア

開
発
協
会
の
千
葉
グ
ル
ー
プ

長
に
よ
る
「
盗
品
等
情
報
Ｄ

Ｂ
を
活
用
し
た
万
引
防
止
シ

ス
テ
ム
の
調
査
研
究
」
事
業

の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ

は
分
か
り
や
す
い
説
明
で
多

く
の
関
心
を
集
め
た
が
、
こ

れ
は
模
擬
デ
ー
タ
の
テ
ス
ト

で
あ
っ
た
。

　
本
命
の
防
犯
情
報
の
共
有

は
、「
渋
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

渋
谷
地
区
の
書
店
に
よ
る
地

域
で
の
防
犯
体
制
の
構
築
に

託
さ
れ
て
い
た
。
本
総
会
の

目
玉
で
あ
っ
た
が
、
有
識
者

や
消
費
者
団
体
幹
部
に
よ
る

渋
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
検
証
委

員
会
は
、
実
施
１
カ
月
前
か

ら
の
事
前
告
知
の
要
請
な
ど

の
対
応
に
追
わ
れ
、
開
始
が

遅
れ
た
。
そ
の
た
め
当
日
の

発
表
は
竹
花
理
事
長
が
　
分
20

間
に
わ
た
っ
て
遅
滞
理
由
の

説
明
を
し
た
。
参
加
者
は
、

防
犯
情
報
の
共
有
に
つ
い
て

個
人
情
報
保
護
法
が
得
体
の

知
れ
な
い
巨
大
な
化
物
を
作

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
感
じ

た
と
い
う
。
今
ま
で
こ
の
化

物
に
向
か
っ
て
官
民
の
両
陣

営
と
も
誰
も
戦
い
を
挑
ま
な

か
っ
た
。
地
上
の
星
・
竹
花

豊
を
除
い
て
は
。

（
総
会
の
詳
細
は
万
防
時
報

　
号
を
参
照
の
こ
と
。http
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://w
w
w
.m
an
b
o
u
k
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k
o
u
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d
f/situ

atio

n
435.p

d
f

）

　
本
来
個
人
を
守
る
べ
き
法

律
が
、
そ
の
行
き
過
ぎ
た
内

容
の
た
め
、
政
治
家
な
ど
の

公
人
や
企
業
の
不
祥
事
の
際

な
ど
に
情
報
隠
し
の
口
実
に

使
わ
れ
た
り
、
災
害
時
に
、

必
要
な
安
否
情
報
が
社
会
に

届
か
な
い
と
い
う
こ
と
が

度
々
起
き
て
き
て
い
る
。
東

日
本
大
震
災
で
、
個
人
情
報

保
護
法
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て

要
援
護
者
の
情
報
が
迅
速
に

公
表
さ
れ
ず
、
救
助
に
支
障

が
出
た
こ
と
が
教
訓
と
し
て

強
調
さ
れ
た
。
２
０
１
５
年

９
月
の
茨
城
県
常
総
市
で
あ

っ
た
水
害
で
、
行
政
は
連
絡

の
取
れ
な
い
住
民
　
人
の
氏

15

名
を
公
表
し
な
か
っ
た
。
結

果
的
に
市
や
県
な
ど
関
係
機

関
で
の
情
報
共
有
が
遅
れ
、

無
事
が
確
認
さ
れ
た
後
も
捜

索
が
続
く
事
態
を
招
い
た
。

あ
る
地
区
で
は
、
防
犯
目
的

で
地
域
を
巡
回
す
る
団
体
の

一
員
が
、
団
体
か
ら
連
絡
が

な
い
こ
と
が
気
に
な
り
、
同

じ
団
体
の
一
員
で
あ
る
町
会

長
に
連
絡
を
と
る
た
め
、
そ

の
連
絡
先
を
町
内
会
関
係
者

に
聞
い
た
が
、
個
人
情
報
を

理
由
に
拒
否
さ
れ
、
押
し
問

答
に
な
っ
た
。

　
学
校
の
ク
ラ
ス
名
簿
や
マ

ン
シ
ョ
ン
の
住
民
が
運
営
す

る
管
理
組
合
で
、
誰
か
が
個

人
情
報
保
護
法
の
こ
と
を
持

ち
出
し
 、
結
局
名
簿
作
り
が

さ
れ
て
い
な
い
事
例
が
少
な

く
な
い
。
こ
ん
な
こ
と
で
災

害
の
多
い
こ
の
国
の
安
全
・

安
心
は
維
持
で
き
る
の
だ
ろ

う
か
。

　
私
案
だ
が
、
原
則
、
氏
名
・

住
所
・
電
話
の
名
簿
は
地
域

の
メ
ン
バ
ー
で
共
有
す
べ
き

で
、
ど
う
し
て
も
公
開
で
き

な
い
事
情
が
あ
る
と
き
は
そ

の
地
域
の
長
に
申
し
出
る
こ

と
に
す
れ
ば
良
い
と
思
う
。

残
念
な
こ
と
に
名
簿
が
作
ら

れ
て
い
な
い
マ
ン
シ
ョ
ン
や

地
域
で
は
、
挨
拶
や
声
掛
け

が
さ
れ
な
く
な
る
と
聞
く
。

情
報
を
守
る
べ
き
法
律
が
、

地
域
の
絆
を
壊
し
て
い
る
事

例
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
真

っ
先
に
優
先
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
は
、
生
命
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

参
考
ま
で
に
、
分
か
り
や
す

そ
う
で
分
か
り
に
く
い
、
こ

れ
を
見
た
ら
名
簿
を
作
る
気

が
失
せ
る
公
報
を
紹
介
し
た

い
。
　
日
本
万
引
防
止
シ
ス
テ
ム

協
会
（
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
）
は
、
７

月
４
日
の
理
事
会
で
、
万
防

機
構
の
孤
独
な
戦
い
を
支
援

し
よ
う
と
以
下
の
賛
同
文
を

協
議
し
、
～
適
切
な
防
犯
情

報
の
共
有
の
推
進
が
地
域
社

会
の
た
め
に
な
る
～
と
い
う

こ
と
を
国
民
に
ご
理
解
い
た

だ
け
る
そ
の
時
に
向
け
て
協

会
内
の
意
思
統
一
を
図
っ

た
。
必
要
情
報
を
関
係
者
で

共
有
す
る
こ
と
は
当
然
の
こ

と
で
あ
る
。
大
切
な
こ
と
は

自
分
で
見
て
、
自
分
で
思
っ

て
、
自
分
の
中
で
整
理
し
、

そ
れ
を
他
の
人
に
話
し
て
み

る
。
今
の
社
会
は
そ
の
人
間

と
し
て
の
も
っ
と
も
大
切
な

プ
ロ
セ
ス
を
失
い
か
け
て
い

る
。
心
の
中
の
巨
大
な
化
物

を
退
治
す
る
の
は
自
分
だ
け

で
あ
る
。
そ
れ
を
正
す
タ
ー

ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
が
近
づ
い

て
い
た
。

平
成
　
年
○
月
○
日

30

日
本
万
引
防
止
シ
ス
テ
ム
協

会理
事
一
同

　
個
人
情
報
保
護
法
を
遵
守

し
た
「
防
犯
情
報
の
共
同
利

用
」
公
開
に
賛
同
し
ま
す
。

　
昨
年
　
月
６
日
に
当
協
会

12

が
発
行
し
た
「
防
犯
カ
メ
ラ

や
画
像
認
識
シ
ス
テ
ム
の
安

全
利
用
の
お
勧
め
２
０
１
７

年
度
版
」
の
中
に
、「
管
理
責

任
者
が
異
な
る
小
売
店
の
関

係
者
間
で
情
報
を
共
同
利
用

す
る
場
合
は
、
個
人
情
報
保

護
法
上
、
①
共
同
利
用
を
す

る
旨
、
②
共
同
利
用
さ
れ
る

個
人
デ
ー
タ
の
項
目
、
③
共

同
利
用
す
る
者
の
範
囲
、
④

利
用
目
的
、
⑤
責
任
を
有
す

る
者
の
氏
名
又
は
名
称
を
予

め
本
人
に
通
知
し
又
は
本
人

が
容
易
に
知
り
得
る
状
態

（
例
：
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲

載
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布

な
ど
）
に
置
く
こ
と
、
が
必

要
で
す
。」
と
記
載
し
、
ご
利

用
ユ
ー
ザ
ー
様
に
ご
説
明
し

ま
し
た
。（
※
１
）

　
こ
の
度
、
渋
谷
書
店
万
引

対
策
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

皆
様
に
於
か
れ
て
は
、
そ
の

趣
旨
に
沿
っ
た
情
報
公
開
を

さ
れ
る
と
い
う
公
正
な
発
表

に
関
し
、
当
協
会
理
事
会
は

賛
同
を
表
明
し
ま
す
。
さ
ら

に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ

ー
及
び
関
係
の
皆
様
が
長
年

月
を
か
け
、
個
人
情
報
保
護

委
員
会
、
経
済
産
業
省
、
I

T
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
専
門
家
、

消
費
者
団
体
、
ク
レ
プ
ト
マ

ニ
ア
立
ち
直
り
支
援
団
体
、

法
学
の
専
門
家
、
弁
護
士
、

米
国
小
売
業
者
、
英
国
Ｔ
Ｃ

Ｍ
研
究
者
（
※
２
）
な
ど
か

ら
意
見
を
徴
し
さ
れ
、適
時
、

そ
の
過
程
を
情
報
公
開
さ
れ

て
き
た
こ
と
も
民
主
主
義
の

理
念
に
沿
っ
た
プ
ロ
セ
ス
で

あ
る
と
敬
意
を
持
っ
て
支
持

し
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
偉

業
は
、
民
主
日
本
の
歴
史
に

長
く
記
憶
さ
れ
る
べ
き
も
の

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
リ
ス

ク
を
危
惧
す
る
あ
ま
り
、
警

備
や
防
犯
の
関
係
者
は
「
防

犯
情
報
の
共
同
利
用
」
の
議

論
を
避
け
、「
第
三
者
提
供
の

制
限
の
例
外
規
定
」
を
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
根

幹
に
お
い
て
き

ま
し
た
が
、
防

犯
情
報
を
関
係

者
（
委
託
先
を

含
む
）
で
、
デ

ー
タ
管
理
、
分

析
、
利
用
を
恒

常
的
に
行
う
場

合
は
、「
第
三
者

 万
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策
百
般
　
T
O
K
Y
O
立（
だ
）ち
   そ
の
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柔
の
心
で
法
が
生
ん
だ
化
物
に
挑
む
そ
の
時
を
待
つ

　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
全
国
万
引
犯
罪
防
止
機
構
　

 連  載 顔
認
証
と
の
連
動
等
を
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映
像
監
視
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
新
製
品
内
覧
会
」開
催

Ｇ
ｅ
ｏ
Ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
　

全
国
万
引
犯
罪
防
止
機
構
（
通
称
：
マ
ン
ボ
ウ
）

万
引
撲
滅
の
た
め
の
戦
略
を
本
気
で
提
言
・
実
践
す
る
小

売
業
界
を
中
心
に
組
織
化
さ
れ
た
N
P
O
法
人

文
：
事
務
局
（
稲
本
義
範
）
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高月海岸にある勇者の碑(顕彰文)

https://nettv.gov-on　
line.go.jp/prg/prg16085.html

能
。
道
路
や
大
規
模
イ
ベ
ン

ト
の
監
視
な
ど
に
も
有
効
。

モ
バ
イ
ル
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ラ
イ

ブ
配
信
映
像
に
も
対
応
し
て

お
り
、
多
用
途
で
の
活
用
が

期
待
さ
れ
る
モ
デ
ル
。

　
「
Ｖ
Ｍ
Ｓ
　
Ｐ
Ｒ
Ｏ
」は
、

最
大
で
カ
メ
ラ
　
台
を
統
合

64

す
る
こ
と
が
可
能
な
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア（
写
真
⑤
）。
マ
ル
チ

ベ
ン
ダ
対
応
で
、
対
応
カ
メ

ラ
は
１
０
０
０
種
類
以
上
。

最
新
コ
ー
デ
ッ
ク
の
Ｈ
・
２

６
５
に
加
え
、
Ｈ
・
２
６
４
、

Ｍ
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
に
対
応
。
多
台

数
カ
メ
ラ
に
よ
る
遠
隔
監

視
、
集
中
監
視
、
イ
ベ
ン
ト

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
に
有

効
。
　
こ
の
他
、
店
舗
向
け
と
し

て
盗
難
検
知
、
品
切
れ
検
知

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
提

案
。
映
像
解
析
技
術
を
活
用

す
る
こ
と
で
、

商
品
ロ
ス
の
削

減
や
販
売
機
会

ロ
ス
の
低
減
な

ど
、
店
舗
が
抱

え
る
課
題
を
解

決
す
る
強
み
を

提
示
し
た
。

①

②

③

⑤ ④


